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第１表　バイオマスタウン構想公表市町村が期待している主な効果

タウン構想様式「7.⑵期待される効果」に市町村が
掲載している主な効果 掲載市町村数

温暖化防止・化石燃料消費の削減 65

循環型社会の形成 46

廃棄物の適正な処理 30

廃棄物処理負担の低減 23

経済的活性化効果 98

雇用の創出 54

新規企業の創出 31

農林漁業・農山漁村の活性化 84

森林資源の活用による林業振興 30

堆肥等農業生産資材の供給 22

農産物の高付加価値化・ブランド化、安全・
安心な農産物の生産 51

観光・都市農村交流の拡大 33

地域のイメージ・アップ   2

　　　　　　　　注⑴効果は複数掲載可能なので、効果ごとの掲載市町村数は重複している。
　　　　　　　　　⑵各市町村のバイオマスタウン構想における掲載事項を著者が私見により分類

　

 

は
じ
め
に

　

地
球
温
暖
化
防
止
や
循
環
型
社
会
の
形
成

と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
推
進
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
０
５
年
の
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排

出
量
は
京
都
議
定
書
の
基
準
年
排
出
量
に
比

し
て
７
・
87
％
増
〔
１
〕
と
な
っ
て
お
り
、

温
暖
化
対
策
の
加
速
化
が
迫
ら
れ
て
い
る

が
、
農
林
水
産
省
地
球
温
暖
化
対
策
総
合
戦

略
（
２
０
０
７
年
６
月
策
定
）
に
お
い
て
、

森
林
吸
収
源
対
策
と
と
も
に
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
活
用
が
対
策
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
温
暖
化
対
策

に
お
い
て
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
は
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
地
域
の
活
性
化

が
大
き
な
課
題
と
な
る
な
か
で
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
は
地
域
の
活
性
化
や
雇
用
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業
の
新
た
な

領
域
を
開
拓
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
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と
が
解
る
。

　

し
か
し
、
生
雲
ら
〔
３
〕
が
指
摘
す
る
よ

う
に
畜
産
廃
棄
物
等
バ
イ
オ
マ
ス
の
堆
肥
化

施
設
の
経
営
が
厳
し
い
こ
と
（
第
２
表
）

や
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
と
廃
棄
物
処

理
コ
ス
ト
の
削
減
を
両
立
さ
せ
て
い
る
事
業

者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
（
第
３
表
）

と
い
っ
た
、
畜
産
廃
棄
物
や
食
品
残
渣
と

い
っ
た
主
要
な
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
お

け
る
取
組
主
体
に
と
っ
て
の
経
済
的
メ
リ
ッ

ト
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
も

あ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
経
済
活
性
化

効
果
は
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

実
際
に
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
策
定

を
各
方
面
へ
働
き
か
け
て
い
く

中
で
、
取
組
へ
の
阻
害
要
因
と

し
て
最
も
よ
く
聞
く
の
は
「
メ

リ
ッ
ト
が
不
明
」
と
い
っ
た
理

由
で
あ
る
。
市
町
村
が
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
に
最
も
期
待
し
て

い
る
の
は
経
済
効
果
で
あ
る
の

に
対
し
、
そ
の
効
果
が
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

が
、
タ
ウ
ン
構
想
推
進
の
大
き

な
障
害
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
優
良
事
例
と
し

て
評
価
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
の
取
組
に
お
い
て

も
、
経
済
効
果
が
明
確
に
な
っ

て
い
る
事
例
は
無
い
の
で
あ
ろ

う
か
。

（
２
０
０
６
年
３
月
閣
議
決
定
⑴
）
に
お
い

て
は
、
２
０
１
０
年
ま
で
に
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
（
域
内
廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス
90
％
以

上
ま
た
は
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
40
％
以
上
の

利
活
用
を
目
指
す
市
町
村
）
を
３
０
０
構

築
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
京
都
議
定
書

の
目
標
達
成
計
画
に
お
い
て
も
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
の
構
築
に
よ
り
90
万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ

２
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
〔
２
〕。
し
か
し

２
０
０
７
年
９
月
末
時
点
で
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
公
表
数
は
１
０
２
に
留
ま
っ
て
お

り
、
タ
ウ
ン
構
築
を
一
層
加
速
化
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
市
町
村
に
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
の
取
組
開
始
を
躊
躇
さ
せ
て
い
る
問
題
は

何
か
、
利
活
用
の
優
良
事
例
が
ど
の
よ
う
に

そ
れ
を
解
決
し
て
い
る
か
を
観
察
す
る
こ
と

に
よ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
築
加
速
化

の
１
つ
の
方
向
性
を
提
示
す
る
。

　

 

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の

　

 

取
組
に
対
す
る
阻
害
要
因

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
公
表
市
町
村
の

中
で
は
、
環
境
的
効
果
を
期
待
し
て
い
る
市

町
村
よ
り
経
済
活
性
化
効
果
を
期
待
し
て
い

る
市
町
村
が
多
い
（
第
１
表
）こ
と
か
ら
も
、

市
町
村
が
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
最
も
期
待

し
て
い
る
の
は
経
済
活
性
化
効
果
で
あ
る
こ

2

第２表　主原料別堆肥化施設経営収支（％）

主原料 黒字経営 赤字経営 収支均衡

牛ふん  4.6  55.9  39.5

豚ふん  10  58.4  37

鶏ふん  8.9  52.9  38.2

農産廃  6.7  48.5  44.8

バーク  10.3  56.5  33.3

全体  5.6  54.5  39.9
注　生雲晴久ら〔3〕より（原資料：農林水産省旧農産園芸局農産課（1996）

「堆きゅう肥生産施設の運営状況調査」）

第３表　食品循環資源の再生利用の取組及び再生利用に要する経費状況（平成15年度）
単位：％

業　　　種 再生利用の方法
経　費　状　況

減少した 増加した ほぼ見合っている

食 品 産 業 計
自事業所または自社

委 託

16 6 78

13 20 67

食品製造業
自事業所または自社

委 託

7 10 82

10 18 73

食品卸売業
自事業所または自社

委 託

5 1 94

11 25 64

食品小売業
自事業所または自社

委 託

14 8 77

15 13 72

外 食 産 業
自事業所または自社

委 託

19 4 77

12 29 59

注⑴経費状況は、再生利用に取り組む以前の食品廃棄物等の処理経費と再生利用に要した経費との比較である。
注⑵農林水産省〔4〕より筆者加工
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優
良
事
例
に
見
ら
れ
る

 　

経
済
効
果
を
発
現
さ
せ
る

 　

仕
組
み
優
良

　
　

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
優
良
表
彰
事
業
は

平
成
16
年
度
〜
18
年
度
に
お
い
て
農
林
水
産

省
、
㈳
日
本
有
機
資
源
協
会
等
の
主
催
に
よ

り
実
施
さ
れ
た
（
審
査
委
員
長　

横
山
伸
也

東
大
教
授
）。
審
査
に
お
い
て
は
①
地
域
性
、

②
継
続
性
、
③
地
域
貢
献
性
、
④
先
進
性
・

モ
デ
ル
性
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
選
賞
対
象

事
例
は
累
計
で
75
⑵
に
及
ぶ
。
継
続
性
審
査

に
お
い
て
は
、
経
済
的
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

無
理
無
く
継
続
で
き
る
利
活
用
シ
ス
テ
ム
か

と
い
う
点
が
特
に
重
要
視
さ
れ
、
経
済
性
に

関
す
る
デ
ー
タ
も
収
集
さ
れ
た
。
経
済
的
メ

リ
ッ
ト
が
数
値
的
に
明
確
に
な
っ
て
い
る
選

賞
事
例
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
取
組
は
、

筆
者
の
見
解
（
審
査
委
員
の
方
々
の
見
解
で

は
無
い
）で
は
以
下
の
３
つ
の
取
組
で
あ
る
。

⑴
全
体
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
す
る
と
い

う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
事
例

【
取
組
概
要
】
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
り
可
燃
ゴ

ミ
か
ら
燃
料
代
替
品
や
保
温

材
代
替
品
を
製
造
。

【
応
募
主
体
】
愛
知
県
田
原
市
、
グ
リ
ー
ン

サ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

【

賞

】
平
成
17
年
度
農
林
水
産
大
臣

賞

　

田
原
市
か
ら
排
出
さ
れ
搬
入
さ
れ
る
可
燃

ゴ
ミ
全
量
を
流
動
床
式
炭
化
炉
に
て
炭
化
処

理
し
、
コ
ー
ク
ス
や
保
温
剤
の
代
替
品
と
し

て
県
内
の
製
鋼
所
に
販
売
す
る
取
組
。
こ
の

取
組
は
、
田
原
市
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
く
特

定
事
業
と
し
て
、「
一
般
廃
棄
物
を
受
け
入

れ
固
形
燃
料
化
す
る
施
設
の
設
計
・
施
工
・

運
営
管
理
（
15
年
間
）」
に
つ
い
て
「
公
募

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」
に
よ
る
提
案
を
募
集

し
事
業
実
施
主
体
を
選
定
し
た
。
募
集
の
段

階
に
お
い
て
民
間
事
業
者
が
実
施
す
る
業
務

の
範
囲
に
「
固
形
燃
料
の
処
理
業
務
」
を
含

め
て
お
く
⑶
こ
と
に
よ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
製
品
（
固
形
燃
料
）
の
仕
向
先
を
応
募

事
業
者
が
自
ら
確
保
す
る
仕
組
み
と
し
た
。

市
町
村
に
と
っ
て
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

事
業
に
お
い
て
大
き
な
問
題
と
な
る
仕
向
先

確
保
の
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る
と
と
も
に

「
期
間
中
の
可
燃
ゴ
ミ
処
理
場
建
設
費
・
管

理
運
営
費
等
の
コ
ス
ト
を
６
％
〜
11
％
節
約

〔
５
〕」
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
確
認
さ
れ
、

応
募
事
業
者
側
は
、
応
募
提
示
額
を
前
提
に

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
製
品
の
仕
向
先
（
中
部

鋼
鈑
）
と
施
設
整
備
業
者
等
が
事
前
調
整
し

協
力
体
制
を
整
え
合
同
で
応
募
す
る
こ
と
で

個
別
事
業
者
の
採
算
性
確
保
を
図
る
こ
と
が

で
き
、
市
町
村
・
事
業
者
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
関
係
が
作
ら
れ
て
い
る
。

⑵
し
尿
処
理
コ
ス
ト
低
減
の
取
組
を

地
産
地
消
や
都
市
農
村
交
流
に
発

展
さ
せ
た
事
例

【
取
組
概
要
】
町
内
（
椎
田
地
区
）
の
し
尿
、

汚
泥
か
ら
液
肥
を
製
造
。
水

稲
、
麦
な
ど
の
肥
料
と
し
て

利
用
し
、
生
産
さ
れ
た
水
稲

は
学
校
給
食
や
民
間
企
業
と

の
契
約
で
販
売
。

【
応
募
主
体
】
福
岡
県
築
上
町

【

賞

】
平
成
18
年
度
バ
イ
オ
マ
ス
活

用
協
議
会
会
長
賞

　

し
尿
を
原
料
と
し
た
液
肥
の
水
田
利
用
に

お
い
て
、
町
が
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
に
よ
る
運

搬
と
水
田
散
布
を
１
回
１
０
０
円
の
低
料
金

で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
液
肥
の
仕
向
先
を
確

保
し
、
農
家
の
肥
料
代
を
低
減
し
て
い
る
。

中
村
〔
６
〕
お
よ
び
中
村
ら
〔
７
〕
の
指
摘

の
通
り
、
こ
の
取
組
は
、
耕
種
農
家
に
と
っ

て
堆
肥
利
用
の
最
大
の
障
害
で
あ
る
散
布
労

力
・
費
用
の
問
題
に
つ
い
て
、
町
が
全
面
的

に
散
布
の
負
担
を
賄
う
こ
と
に
よ
り
問
題
を

解
決
し
利
活
用
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
て
い

る
。
第
４
表
の
よ
う
に
散
布
に
よ
る
町
の
負

担
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
半
分
を
占
め
る

が
、
こ
の
負
担
を
含
め
て
も
従
来
方
式
（
活

性
汚
泥
法
）
の
７
割
と
い
う
低
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
完
全
稼
働
が
実
現
化
し

て
い
る
。
中
村
ら
〔
８
〕
は
、
築
上
町
の
液

肥
化
処
理
方
式
が
、
活
性
汚
泥
法
を
は
じ
め

と
す
る
他
の
主
な
し
尿
処
理
方
式
の
い
ず
れ

に
比
べ
て
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
面
で
優
れ

第４表　築上町のし尿・汚泥の処理方法によるランニングコスト費用比較表
（平成18年度実績）

処理法 ランニングコスト
（単位円）

処理量
（単位KL）

KL当たり
（単位円）

活性汚泥方 44,185,000 7,740 5,708

液肥化 37,820,211

9,379 4,032　うち散布に必要な費用 19,361,211

　うち液肥化に必要な費用 18,459,000

注⑴築上町が所有する活性汚泥方による処理施設と液肥化処理施設の比較である。
注⑵築上町が議会説明用に作成した資料を項目名のみ若干修正
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て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。注
目
す
べ
き
は
、

第
１
図
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
か
ら
学

校
給
食
に
お
け
る
液
肥
利
用
米
利
用
に
よ
る

地
産
地
消
や
、
都
市
農
村
交
流
と
い
っ
た
新

た
な
取
組
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

矛
盾
の
解
決
が
新
た
な
取
組
を
生
む
と
い
う

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
て
い
る
。

発
電
（
消
化
液
は
肥
料
と
し
て
く
ず
ま
き
高

原
牧
草
地
へ
還
元
）、
地
元
企
業
（
葛
巻
林

業
）
に
よ
る
チ
ッ
プ
工
場
残
材
（
樹
皮
）
か

ら
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
と
公
共
施
設
・
住

宅
に
お
け
る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
燃
料
と
し

て
の
利
用
等
、
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
と
と
も
に
、
畜
産
バ
イ
オ
ガ
ス
利
用
の
燃

料
電
池
実
証
プ
ラ
ン
ト
（
電
力
・
熱
利
用
）

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
と
い
っ
た

産
学
官
連
携
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
用
実
証
施
設
を
誘
致
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
取
組
は
、
風
力
発
電
（
デ
ン
マ
ー
ク
製

大
型
風
力
発
電
機
を
15
基
設
置
）
へ
の
先
進

的
・
積
極
的
な
取
組
と
あ
わ
せ
て
町
の
電
力

自
給
率
１
８
５
％
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

78
％
（
平
成
15
年
度
末
時
点
）
を
達
成
し
て

い
る
〔
12
〕。
同
時
に
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
町
」
と
し
て
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
・
認
知
度
の
向
上
が
図
ら
れ
、
町
へ
の
観

光
客
の
大
幅
な
増
加
（
平
成
７
年
７
・
７
万

人
↓
平
成
18
年
48
万
人
〔
13
〕）
を
も
た
ら

し
、
地
域
特
産
農
産
物
の
ミ
ル
ク
、
畜
産
加

工
品
や
ワ
イ
ン
の
販
売
増
を
含
め
て
大
き
な

経
済
的
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。
㈶
社
会
経

済
生
産
性
本
部
〔
14
〕
は
、
観
光
交
流
施
設

へ
の
訪
問
客
を
通
じ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
経
済
波
及
効
果
を
12
・
４
億
円
、
雇
用
創

出
１
８
１
人
、
税
収
増
約
２
，
０
０
０
万
円

と
推
計
し
て
い
る
。
リ
ス
ク
の
あ
る
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
に
お
い
て
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー

⑶
地
域
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

　

地
域
特
産
物
の
販
売
や
観
光
事
業

に
つ
な
げ
た
事
例

【
取
組
概
要
】
家
畜
排
せ
つ
物
と
生
ゴ
ミ
の

メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る
バ
イ
オ

ガ
ス
発
電
と
液
肥
の
製
造
。

　
　
　
　
　
　

公
共
施
設
や
個
人
住
宅
へ

の
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
、
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
。

【
応
募
主
体
】
岩
手
県
葛
巻
町

【

賞

】
平
成
18
年
度
農
林
水
産
大
臣

賞

　

飼
養
頭
数
２
，
３
０
０
頭
に
及
ぶ
く
ず
ま

き
高
原
牧
場
（
第
３
セ
ク
タ
ー
）
に
て
発
生

す
る
乳
牛
糞
尿
等
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス

第１図　福岡築上町のバイオマス利活用の取組
注　中村（2003）〔6〕、中村（2003 ～ 2004）〔9〕、秋永優子ら（2005〔10〕）、築上町ホームページ掲載資料〔11〕

より筆者作成
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に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
や
、
燃
料
ペ
レ
ッ

ト
利
用
へ
の
補
助
等
に
よ
り
町
が
全
面
的
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り

リ
ス
ク
を
負
担
し
て
お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
活
用
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
る
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に

経
済
的
効
果
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う
町

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
成
功
し
た
事
例
で
あ

る
。

　

 

ま
と
め

　
　

に
取
り
上
げ
た
優
良
事
例
は
、
第
５
表

に
整
理
し
た
通
り
、
生
産
、
収
集
、
変
換
、

利
用
の
い
ず
れ
か
の
段
階
に
お
い
て
発
生
し

て
い
る
不
利
益
や
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
市
町

村
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
問
題
解

決
策
を
生
み
だ
し
、
シ
ス
テ
ム
全
体
と
し
て

経
済
的
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
各

段
階
の
取
組
主
体
に
も
そ
れ
ぞ
れ
利
益
が
出

て
経
済
的
に
回
っ
て
い
く
仕
組
み
を
作
っ
て

い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
事
例
か
ら
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
生

産
、
収
集
、
変
換
、
利
用
の
い
ず
れ
か
の
段

階
に
お
い
て
障
害
が
あ
る
場
合
で
も
、
市
町

村
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
地
域
に
適
し

た
シ
ス
テ
ム
作
り
に
よ
っ
て
障
害
を
克
服

し
、
各
段
階
の
取
組
主
体
に
利
益
が
発
生
す

る
よ
う
に
経
済
効
果
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
可
能
な
ケ
ー
ス
が
か
な
り
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

武
久
〔
15
〕
は
、
社
会
的
な
課
題
に
対
す

る
行
政
の
地
域
社
会
の
中
で
の
指
導
力
＝
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を

指
摘
し
、
英
国
政
府
は
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
現
代
的
な
地
方
政

府
の
役
割
の
中
核
を
な
す
も
の
と
位
置
づ
け

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
に
よ
る
経
済
活
性
化
と
い
う
課

題
は
、
生
産
か
ら
利
用
に
至
る
ま
で
の
地
域

に
お
け
る
多
様
な
取
組
主
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
必
要
で
あ
り
、
ま
さ
に
市
町
村
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ

き
課
題
な
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
武
久
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ

れ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
将
来
へ
向
け
て

の
方
向
性
等
が
掲
げ
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ン
の
作
成
を
上
げ
て
い
る
。
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
が
そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ン
と
し
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
タ
ウ
ン
構
築
が
推
進
さ
れ
、
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
が
促
進
さ
れ
、
地
域
の
経
済
活
性

化
効
果
が
現
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

43

第５表　優良事例における経済的メリット等の効果と
市町村による障害の解決方法　　　

田原市 築上町 葛巻町

バイオマス事業概要
可燃ゴミを炭化処理し燃料の代替用
品として販売

し尿、汚泥を液肥化し水田等に散布

1.家畜排泄物と生ゴミによるバイオ
ガス発電と液肥散布

2.木質ペレット燃料製造とストーブ
等への利用

非バイオシステムと比
較したシステム運営の
経済性

ゴミ処理場建設費・管理運営費（15
年間）のコストを6～11％節約

し尿処理のランニングコストを従来
方式（活性汚泥法）より3割削減

不明

波及効果
可燃ゴミの処理に伴って生じる地球
温暖化ガスを50％以上低減

地産地消や、都市農村交流の促進
「クリーンエネルギーの町」を観光資
源化（訪問客の経済効果12.4億円、
税収増2,000万円）

取組開始に当たり想定
された障害

炭化処理により製造した製品の仕向
先確保に不安（市が探すのは困難）→
利用段階の障害

散布に必要な労力及び費用が受け入
れ先農家にとっては大きな負担（負
担を解消しなければ使ってもらえな
い）→利用段階の障害

1.発電による利益は少なく、設備投
資が負担→生産段階の障害

2.木質ペレット燃料の仕向先確保に
不安→利用段階の障害

市町村のリーダーシッ
プによる障害解決方法

全体をPFI事業とし、民間事業者に仕
向先を確保したシステムを構築させ
た

散布労力の負担を町が負担すること
により、利活用システムの稼働を確
保

1.第3セクターが設備投資・エネル
ギー生産に取り組む。

2.公共施設における木質ペレット利
用や、民間利用への補助によりペ
レットの仕向先を確保
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今
回
優
良
事
例
か
ら
、
市
町
村
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の

経
済
効
果
顕
在
化
の
可
能
性
を
推
測
し
た

が
、
こ
れ
を
一
般
論
と
し
て
い
く
に
は
検
証

が
不
十
分
で
あ
る
。今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

主
要
な
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
経
済
効
果
発
現
を
図
る
に
は
、
生
産
、

収
集
、
変
換
、
利
用
の
い
ず
れ
の
段
階
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
課
題
が
存
在
し
て
い
る
の

か
、
課
題
が
解
決
さ
れ
た
場
合
に
は
全
体
的

に
ど
れ
だ
け
の
効
果
が
上
が
っ
て
い
く
か
、

課
題
解
決
に
お
い
て
市
町
村
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
せ
る
の
か
に
つ
い
て
、
実
証
試

験
や
既
存
の
取
組
の
分
析
か
ら
さ
ら
に
検
証

さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
優
良
表
彰
事

業
を
実
施
し
て
い
く
中
で
私
な
り
に
得
ら
れ

た
知
見
を
ま
と
め
て
み
た
も
の
で
あ
る
が
、

当
該
表
彰
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
横

山
審
査
委
員
長
を
始
め
審
査
委
員
の
皆
様

方
、
日
本
有
機
資
源
協
会
の
方
々
に
大
変
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
田
原
市
、
築
上

町
、
葛
巻
町
を
は
じ
め
、
応
募
団
体
の
方
々

に
は
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
の
ご
提
供
等
非

常
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
を
申
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
な

お
、
本
稿
の
内
容
は
、
福
田
個
人
の
見
解
で

あ
り
、
政
府
や
筆
者
の
所
属
す
る
組
織
の
見

解
で
は
な
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

〔
11
〕「
築
上
町
役
場
・http://w

w
w
.tow
n.chikujo.

fukuoka.jp/

」

　
　

・「http://w
w
w
.tow
n.chikujo.fukuoka.

jp/bunnyabetsu/jyunkan/top.htm
l

」

　
　

・「
２
０
０
７
・
９
・
10
」

〔
12
〕
葛
巻
町
役
場
（
２
０
０
５
）「
広
報
く
ず
ま

　
　
　

き
・
平
成
17
年
11
月
１
日
」

〔
13
〕
㈶
岩
手
県
観
光
協
会
（
２
０
０
６
）「
岩
手

県
観
光
統
計
概
要
（
平
成
17
年
版
、
平
成

18
年
版
」

〔
14
〕
㈶
社
会
経
済
生
産
性
本
部
（
２
０
０
５
）

　
　
　
「
平
成
16
年
度
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
促
進

基
礎
調
査
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
レ
ジ
ャ
ー
資
源
化
に
関
す
る

総
合
調
査
）
報
告
書
」

〔
15
〕
武
久
顕
也
（
２
０
０
５
）「
市
民
社
会
の
中

で
の
行
政
の
新
た
な
役
割
」、
松
尾　

匡
、

西
川
芳
昭
、
伊
佐
淳
『
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
【
戦
略
編
】』
創
成
社

〔
16
〕
閣
議
決
定
（
２
０
０
６
年
３
月
）「
バ
イ
オ

マ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
」

注
⑴
２
０
０
２
年
12
月
「
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ

ン
総
合
戦
略
」
閣
議
決
定
後
の
京
都
議
定

書
の
発
効
等
の
情
勢
変
化
を
考
慮
し
、
現

状
と
課
題
の
検
証
を
踏
ま
え
た
新
た
な
「
バ

イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
」
と
し
て

２
０
０
６
年
３
月
31
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

　

⑵
選
定
事
例
に
つ
い
て
は
す
べ
て
取
組
と
そ

の
効
果
を
ま
と
め
た
一
枚
の
概
要
書
を
作

り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.m
aff .

go.jp/nouson/nouson/biom
ass03/

biom
ass_top.htm

）
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

⑶
（
仮
称
）
新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
整
備
等

事
業
実
施
方
針
（
平
成
13
年
９
月
：
田
原
町
、

赤
羽
町
、
渥
美
町
）
に
お
い
て
、「
第
１　

特

定
事
業
の
選
定
に
関
す
る
事
項
」
の
中
に
定

め
ら
れ
て
い
る
。

【
引
用
文
献
】

〔
１
〕
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
第
16
回
資
料

２
（
２
０
０
７
・
５
・
29
）

〔
２
〕
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
（
２
０
０
５
）

「
資
料
２
別
表
１
〜
５
の
具
体
的
対
策
の

排
出
削
減
見
込
量
の
根
拠
（
16
ペ
ー
ジ
）」

〔
３
〕
生
雲
晴
久
・
森
江
昌
史
・
山
本
直
之
・
山

口
武
則
（
２
０
０
７
）「
家
畜
排
泄
物
等
有

機
物
資
源
の
循
環
的
利
用
の
た
め
の
調
査

研
究
と
技
術
開
発―

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

第
６
チ
ー
ム
と
総
合
研
究
第
５
チ
ー
ム
の

研
究
概
要―

」『
中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
資
料
』
第
７
号
，
１
０
３
ペ
ー

ジ

〔
４
〕
農
林
水
産
省
（
２
０
０
５
）「
平
成
16
年
食

品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等
実
態
調
査
報

告
」

〔
５
〕
田
原
町
（
２
０
０
１
）「
特
定
事
業
（（
仮

称
）
新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
）

の
選
定
に
つ
い
て
」

〔
６
〕
中
村
修
（
２
０
０
３
）「
ロ
ー
カ
ル
な
経
済

を
創
る
」『
農
林
業
問
題
研
究
』
第
１
５
２

号

〔
７
〕
中
村
修
・
佐
藤
剛
史
・
田
中
宗
浩
（
２
０
０
５
）

「
循
環
型
社
会
形
成
に
向
け
た
有
機
液
肥

の
水
田
利
用
の
可
能
性
」『
長
崎
大
学
総
合

環
境
研
究
』
第
７
巻
第
１
号

〔
８
〕
中
村
修
・
小
林
将
也
・
三
浦
真
慈
・
石
崎
勝
義
・

田
中
宗
浩
（
２
０
０
３
）「
適
材
適
所
の
環

境
技
術　

屎
尿
処
理
」『
長
崎
大
学
総
合
環

境
研
究
』
第
６
巻
第
１
号

〔
９
〕
中
村
修
（
２
０
０
３
〜
２
０
０
４
）「
連
載

　

食
と
農
を
基
礎
に
し
た
循
環
型
社
会
の

構
築―

１
〜
12
」

　
　
　
『
月
刊
Ｊ
Ａ
』
２
０
０
３
年
４
月
号
〜

２
０
０
４
年
３
月
号

〔
10
〕
　 

秋
永
優
子
・
中
村
修
・
小
林
法
子
（
２
０
０
５
）

「
椎
田
町
循
環
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
事

業
報
告
書
」


